
サンデスク操南台
湊

東山斎場

操南台東ヶ丘

湊東山ニュータウン

倉安川

・

坂口橋

岡山市中区平井学区地震･津波･洪水からの避難マップ2016

マップづくりのもとになる
小学生･地域住民の意見･指摘のまとめ

１．

平井小学校児童（2014年度5年生）が作成した
こうみんかん、海ばつが高
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凡例：□＝危険 ○安全

１ 道が狭い

１．平井小学校児童（2014年度5年生）が作成した

『地震・津波・洪水からの避難マップ』のまとめ
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坂口橋
『地震・津波・洪水からの避難マップ』のまとめ

○2014年度の5年生が通学班単位（2～6名）で作成した

マップに記載した意見・指摘を集約した。

（アンダーライン部分は確認が必要な内容）

２．

ワークショップ

「子どもと高齢者を守り、地震・津波等の災害に備える」

く、住むこともできる。

木がある

用水路

川が
ある

用水路の水がもれる
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で出た意見・指摘のまとめ

○ 2015年11月7日に開催したワークショップで出た意見・指摘

を整理した。

５ ４

積水橋・中之橋の南の一帯
市営平井団地の北西の一帯

【注】小学生の通学路に対する指摘で、

特に注意すべき点は、用水が多い点、

通学路が狭い点、地面が低いため通学

路と水面の高低差が少ない点である。

○上記の点から、現状の通学路以外に、

避難路を設定する必要がある。

８ 古くてせまいかいだん

⑨ 土地が高い

10 土地が低い

11 フェンスがない

【注】平井小学校2014年度の

湊（みなと）Ａ班は危険箇所を

避難施設（学区と協定）：
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道が広い

平井小学校と香川銀行

路

広い道

家が多い

電柱

火事注意

市営平井団地

電柱

うた する 電柱

用水路がある 川の水が津波でふえる。

おかやま
市民信金

記号を使い体系的にまとめて

いた。可能な限り原形に近い

状態で掲載した。

真っ直ぐな道（市道東山平井線）と
倉安川の交わる所・

山陽学園南

建物が多い。たおれてくるかも

橋（尾﨑橋）橋（尾﨑橋）

平井
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安全広い道

地域全般に対して

電柱多い

交通事故注意

の間の通学路

真っ直ぐな道

（市道東山平井線）

高い建物がない

自動販売機

家が多い

きけん、大きいかん板

新ちくだから安全かもしれない

大きいかん板

広い道 看板がある

（県道45号岡山玉野線沿道）

じゅうたいする 電柱

真っ直ぐな道

（市道東山平井線）

真っ直ぐな道

（市道東山平井線）

ブロックべい注意

田んぼ注意

市民信金

フレスタ

【注】県道45号岡山玉野線に面

【注】平井小の児童は小

学校西側の道を「真っ直

ぐな道」と呼んでいる。

平井サンホーム

北川
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川東町
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・ 倉田北交差点
農協

平井
公園

国道2号

北岡山旭東
病院

マルナカ

・安全広い道 道が広い

道が広い

地域全般に対して
○平井は土地が低い。

○バス停の所は車が多いかも知れないから。こ
の（避難路）にしました。（田んぼ道のルート）

川があぶない

ゴミがある

家が多いからガスもれしてもえる

屋根がわらが
落ちてくる。

広い場所

道がまっすぐ

じゅうたいするかも

新ちくだから安全かもしれな

車が通る

きけんかんばんひなん場所（ばしょ）
平井小学校

広い道

（県道45号岡山玉野線）

事故がおこる

細い道

安全な歩道橋

（平井四丁目歩道橋）

家が多いから、つなみがきた
らながされて、にげている人
がつぶされるかも。

安全な歩道橋

（平井四丁目歩道橋）

土手がある

【 】 線

して、店舗のおおきな看板が

並ぶ。小学生にとって災害時を

考えるとき、不安な存在と考え

られる。

【注】平井小の児童は県道岡山玉

野線を「広い道」と呼んでいる。

かべが
ある

土手
土手

倉田交差点コミュニティ
グラウンド

←縮尺：１km→・ 中電工

・ 岡山リハビリ
テーション病院

・ 岡山愛育クリニック

凡例（ちずきごうのみほん）（ちずきごうのみほん）

避難施設

２．住民のワークショップ「子どもと高齢者を守り、地震・津波等の災害に備える」で出た意見・指摘

2013年度に作成した避難マップと、作成中のマップの草稿を示しながら、ワークショップを実施した。参加者から出た

意見・指摘を４つのグルーブ「災害」「記載内容」「マップの表現」「マップの使い方」に分類した。

意見・指摘を可能な限り取り入れた地図を作成した。その作成方針は次の通りである。

○住民が各家庭で避難路を決めることができるように、ほぼすべての学区内の道路を図示する。

○デジタルの線画で地図を描く。○図上で避難距離が計れるように縮尺を明示する。

○避難路候補は平井小学校の通学路を基本に、必要と考えられる避難路候補を付け加えた。

これは2013年度版の継承である。○白黒面は編集活動で得たデータ。カラー面は住民各自が

家族と相談しながら、自宅、避難先、避難路を書き加えることにより完成するマップとした。

旭川大橋

土手

土手

操南団地

国道2号

主な公園・広場
もな う ば

避難施設
（にげていくところ）

避難路候補
（通学路)
にげるみち（つうがくろ）

避難路候補
（通学路に加えて）
にげるみち
（つうがくろのほか）

川が近い

用水路が多い

住宅が多い

順位を
付けて
表示す
べき。

パソコンの
情報だとた
くさん書け
るが、マップ
にするなら
重要なとこ
ろをピック
アップして。

マップに記載する範
囲を狭くした方が、
細かい点を確認し
やすい

逃げるとき、
距離感が
つかめるよ
う、縮尺が
必要。

マップを見る手順。緊急
時に混乱しても解るよう
に。①あなたは今どこに。
②避難場所はどこ。

建物自体に
色を付ける。

マップの表現を

解りやすく、

情報が多すぎる
と解りにくい。

東北の経験
から、車で逃
げると渋滞に
なる。安全な
細い路地を逃

東山公民館、コミュ
ニティハウス周辺は
道が細そうで防犯も
考慮するとちょっと
不安。

山の近く
は地震
が起きた
場合土
砂崩れ

平井小学校
への避難が
通り道も広い
し1番適してい
ると思う。

災害

防犯・防災
だけでなく夜
間、街灯の
無いところも。

避難場所
を解りや

捜索の
場合、
連絡先
も入れ
るように。

避難場所、岡
山市、平井学
区の指定場所
が違う。

隠れや
すい、見
えにくい
場所を色
で明示。

津波・洪水の被
害想定場所を
より解りやすく。

用途によっ
て情報量
を考える必
要がある。

鉄筋の建物、
備蓄の有ると

記載内容

家族で危険箇
所を確認する
際に使用する。

マップの

使い方
電柱

平井荘苑

おもなこうえん・ひろば

主な公共・公益
施設

主な建築物
おおきなたてもの

避難施設：特別養護老人ホーム
おもいやり

「おもいやり」がひなん場所

田んぼが多い

ブロックべいがある

やすい。

鳥瞰
図・手
書きは
見にく
い。

津波の高さ、洪水の
深さは見方が解らな
い。解りやすい規準を
説明に入れてほしい。

文字の吹き
出しなどの
せいで、解
らないところ
があるので、
配置・表示
を考えると
よい。

大人から子ど
もまでだれが
見ても解るよ
うにするため
に、文字の大
き、色づけに
工夫を。

わかりやすい地図、
子どもが見てもわか
りやすいもの。

山辺は土砂崩
れや、巨大な石
が落ちてきそう。
川辺は危険。

細い路地を逃
げるのが適し
ているとのこ
と。

細い道
は防犯
を考える
と危ない。

が起こり、
岩が落ち
てきそう。

独居老人の
住居を掲載
すると個人
情報として問
題になるの
では。

を解りや
すく明示

住民だからこ
そ知っている
道等、平井住
民の声を集め
て住民が作る
マップが命を
救う。

避難所の
中で高い
所を明記
し、メイン
の避難路
を書く。

備蓄の有ると
ころを載せる。

どこまでが
危険か？
日中の危
険、夜の危
険、震災後
の危険。

その地
域に住
んでいる
人へは
その部
分のマッ
プで情報
提供を。

家庭で
親子、家
族が話し
合いので
きる地図
であって
欲しい。


